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したが、体制が十分に整っていない状況ではスムーズに進まな
いため、未来を見据えた組織の若返りを図る第一歩として、60
歳以上のエキスパートの方を採用することを決めました。
　京都産業21からはこれまでに、当社が力を発揮できそうな
案件の紹介など、さまざまな支援をしていただいていますが、
民間企業出身のコーディネータが多いことが特徴の一つ。企業
のことを理解し、親身になって、熱意を持ってサポートに動いて
くださっていると感じます。プロフェッショナル人材戦略拠点事
業においても、企業と人材の両者にとって良いマッチングを実
現させるというスタンスで対応してくださり、要望どおり、大手
企業で約20年にわたり品質管理に携わってきた方に出会うこ
とができました。林さんには、丁寧な指導をしていただいてお
り、社員のモチベーションも高まっていると感じます。安心・安全
な品質管理の仕組みを確立しながら、未来の品質管理を担う人
材を育成し、当社の将来を支えるより堅固な土台を築いていた
だけることを期待しています。
　当社では現在、製薬会社と共同で、抗がん剤治療に携わる医
師、薬剤師、看護師などが長時間着用する防護服用の素材の開
発を推進中です。今現場で使われている防護服は、抗がん剤を
はじめ液体が浸透しない素材ではあるものの、蒸気も通さない
ことから、辛い状況での作業を強いられているというのが現
状。液体は通さないけれど蒸気は外に逃がす“呼吸する素材”を
採用することにより、作業環境の改善を目指します。
　今後もあらゆる現場の様々な課題を解決する付加価値の高
い素材・製品の開発と提案を通して、売上拡大と社会貢献につ
なげていきたいと思っています。

“切断”と“打ち抜き”を通して得た知見を活かし
あらゆる現場の課題を解決する素材開発も推進

　当社は1966（昭和41）年、印刷
会社の協力工場として創業しまし
た。当初の事業の主軸は、食品の
プラスチックフィルムパッケージ
の切断・打ち抜きです。パッケージ
デザインが印刷された2000mの
ロールをカットし、何百枚も重ね、
上から一気に打ち抜くという加工
を請け負っていました。
　1990（平成2）年以降は電子・

光学分野に参入し、薄型テレビなどに搭載される液晶ディスプ
レイの材料となるフィルムを手掛けるようになりました。いち早
く品質保証体制を整えたことで、液晶ディスプレイの需要拡大
に伴い大きく成長を遂げました。
　現在は、半導体チップを保護する封止材、スマートフォンの
保護フィルムなど、多様なプラスチックフィルムの加工を行うと
ともに、素材メーカーの協力を得て、高機能フィルムの開発に
も積極的に取り組んでいます。これまでに、通話中にメイクが
付着しにくいスマートフォン用保護フィルムや、高透明・低反射
の特性を活かし細かい作業にも対応できるフェイスシールドな
どを開発しました。フェイスシールドは歯科医院で採用されて
おり、販路開拓を進めているところです。

品質管理の体制強化と人材育成に向けて
経験豊富な人材を迎え入れることを決意
　近年、当社の課題の一つとしてあったのが、品質管理体制の
さらなる強化です。当初は若手社員を採用しようと考えていま

三幸総研株式会社企業と人材、双方の要望を最重視するスタンスに安心感
品質管理体制強化を担える経験豊富な人材を獲得 http://www.sanko2000.com

●お問い合わせ先／ （公財）京都産業21 京都中小企業事業継続・創生支援センター　TEL：075-315-8897  E-mail：keizoku@ki21.jp

プロフェッショナル人材戦略拠点事業紹介プロフェッショナル人材戦略拠点事業紹介
京都府プロフェッショナル人材戦略拠点のサポートのもと、プロフェッショナル人材を採用された事業者にお話を伺います。

取  材

Comp a n y  D a t a
●代表取締役社長／古澤 志津夫
●所　在　地／京都市右京区西院月双町73
●電　　　話／075-321-4825
●設　　　立／1966（昭和41）年11月
●事 業 内 容／プラスチックフィルム・光学（オプティカル）フィルムの打抜加工及び
　　　　　　　販売

代表取締役社長　古澤 志津夫 氏

プロ人材からひとこと

入社後はまず、加工工程を細かく見させていただ
き、製品を知るところから始めました。現在は品質管
理システムの実施、そのプロセスの運用・管理が適
正か否かのレビューを一つひとつ着実にこなしなが
ら、将来の品質管理を担う人材の育成を行っていま

す。希望通り、メーカーでの品質管理の経験を活かせているという実感
があります。担当者が不在であっても機能する標準化された品質管理シ
ステムの構築を目指し、力を尽くしていきたいと思っています。

品質管理部　林 晴高 氏

材料開発から手掛けた付加価値の高い
プラスチックフィルムも展開

リチウムイオン電池の製造に欠かせない
除湿設備・超低露点ドライルームを開発・製造

　当社は、2001（平成13）年の創業以
来、除湿制御に特化して技術を磨き、他
に真似できない除湿設備・機器を開発
することで、社会に役立つトップ企業を
目指してきました。現在、リチウムイオ
ン二次電池をはじめ、キャパシターやコ
ンデンサー、有機ELなど、厳しい低湿環
境が求められる開発・製造工程に欠か

せない除湿設備と低露点（低湿度）ドライルームを製造・販売し
ています。
　身近な電子機器から自動車、産業用
機械まで、いまやあらゆる分野で使わ
れているリチウムイオン電池は、水に
敏感に反応する性質があり、製造工程
における水分の混入は、電池の性能や
品質、寿命に大きな影響を及ぼします。
当社では、長年培ってきた独自の除湿
制御技術によって、高い低露点性能と
省エネルギーの両立を実現しています。また露点温度が低くな
ると空調機内で氷結するという問題が起き、多くの企業が解決
に苦慮していますが、当社はこの問題を解決する技術も獲得し
ています。
　再生可能エネルギーの利用拡大や電気自動車の普及などに
代表されるように、近年、多くの業界で二次電池の大容量化や
高速充電性能が求められるようになる中にあって、大型リチウ
ムイオン電池や次世代電池といわれる全固体電池の開発が世
界中で進められています。これらの電池の製造工程では、従来
のリチウムイオン電池用ドライルームよりさらに厳しい低湿度
環境が必要になり、それに伴って運転コストは指数関数的に増
大します。当社はこの課題を解決する超低露点ドライルームを
新たに開発・発売しました。
　システム設計を根本から見直し、除湿器内部にかかる除湿負
荷を低減。マイナス80℃以下という超低露点のエアーを発生
させつつ、運転エネルギーを50％以上削減することに成功しま
した。すでに国内の大手電池メーカーの研究機関に採用されて
いるほか、国内外の研究機関から多くの引き合いをいただいて
います。製品の製造・販売だけでなく、自社内に低露点ドライ
ルームを設置し、お客様へのレンタル事業も展開しています。
　除湿機器専業メーカーとしてお客様に寄り添い、ニーズに応

える製品を開発できることも当社の強みです。お客様の声から
生まれた製品の一つが、露点制御式ドライ・グローブボックス
設備です。例えば新製品開発において、ラボ内の超低露点環境
で開発に成功した後、次に問題となるのが、量産化に向けて生
産工場での製造条件を導き出すことです。当社のドライ・グ
ローブボックスは、マイナス30℃～マイナス70℃の範囲で露
点を制御できるのが特長です。ラボ内で露点を制御してさまざ
まな環境をつくり、製造条件を検討できます。
　その他、ドライルームで水分
発生の最大の原因である人（作
業者）に着目。人体から発生する
呼気水分の80％をカットする呼
気水分低減専用マスクも開発・
販売しています。

新規顧客開拓に有利な立地と
京都産業21の支援がメリット
　現在は本社に加え、けいはんなオープンイノベーションセン
ター（KICK）に研究開発拠点を置いています。けいはんなエリ
アにはお客様である企業の研究所が多くあり、お客様との距離
が近いことがメリットの一つです。また次世代二次電池の活用
が考えられる開発型企業やベンチャー企業が多く点在し、新規
顧客開拓の点でも可能性を感じています。何よりコーディネー
タの伴走支援をはじめ、京都産業21の手厚いサポートを受け
られる点を非常に心強く感じています。
　今後、全固体電池など次世代電池の開発が加速することが
予想され、それに対応したドライルームや空調機、ドライマスク
などの提供にさらに注力していきます。国内のみならず海外へ
のビジネス展開も視野に入れており、2023（令和5）年8月には、
アメリカのSILID-STATE BATTERY SUMMIT（電池学会）にお
いて製品紹介を行う予定です。
　電池デバイスは地球環境を救
うキーデバイスの一つです。そ
の製造を支える技術で、地球環
境に貢献していきたいと考えて
います。

除湿に特化して技術・製品を開発し、
地球環境を救うデバイスの製造を支える

五和工業株式会社
https://www.dehumid-itswa.com/

Comp a n y  P r o f i l e
●代表取締役／小笠原 稔
●所　在　地／本社 ： 京都市南区唐橋西平垣町35
　　　　　　　けいはんなR＆Dセンター ： 京都府相楽郡精華町精華台7-5-1
●電　　　話／075-681-2303　　●設　　　立／2001（平成13）年3月26日
●事 業 内 容／除湿設備機器の製造・販売

“けいはんな”発、元気企業
けいはんな支所では、ビジネスマッチング等の財団事業の窓口として、地域内の企業をサポートし
ています。「“けいはんな”発、元気企業」シリーズでは、“けいはんな”で生まれチャレンジし続ける
企業や他の地域からけいはんなに移転された元気な企業の代表者にお話を伺います。

取  材

●お問い合わせ先／ （公財）京都産業21 けいはんな支所　TEL：0774-95-2220  E-mail：kick@ki21.jp

代表取締役　小笠原 稔 氏

超低露点環境を実現する
ドライルーム

露点制御式グローブボックス

呼気水分低減専用マスク


